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“ふるさとちば”のための政策推進を
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セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
講
座
案
内

等
、
日
頃
の
備
え
に
役
立
つ
情
報

を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
防
災
啓
発
の
進
め
方

　
宮
川
議
員　
こ
の
サ
イ
ト
を

活
用
し
て
、
ど
の
よ
う
に
防
災

啓
発
を
進
め
て
行
く
の
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長

平

時
、
災
害
時
を
問
わ
ず
、
ま
た
子

供
か
ら
大
人
ま
で
年
代
を
問
わ

ず
誰
も
が
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

　
銚
子
市
・
香
取
郡
東
庄
町
選
出
で
2
期
目
の
宮
川
太
県
議
は
、

総
務
防
災
常
任
委
員
長
に
就
任
し
、
2
月
県
議
会
予
算
委
員
会

で
は
、
防
災
意
識
向
上
に
向
け
た
情
報
化
発
信
事
業
を
始
め
、

交
通
安
全
対
策
、
観
光
振
興
、
農
業
の
担
い
手
育
成
な
ど
に
つ

い
て
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

2月県議会予算委員会2月県議会予算委員会
　
宮
川
議
員　
こ
の
事
業
は
、

災
害
への
備
え
や
行
動
な
ど
、
防

災
に
関
す
る
情
報
を
常
に
最
新

の
内
容
で
発
信
す
る
事
業
で
、
具

体
的
に
は
県
の
防
災
啓
発
サ
イ

ト「
じ
ぶ
ん
防
災
」の
リ
ニュー
ア
ル

と
い
う
。

　
こ
の
サ
イ
ト
は
、
県
民
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
行
動
で
き
る
よ
う

設
け
ら
れ
、①
あ
な
た
の
防
災
サ

宮
川
議
員　
銚
子
市
に
は
、

規
模
拡
大
を
図
る
若
い
農
業
者

も
多
く
、
地
域
農
業
を
支
え

る
重
要
な
担
い
手
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
若
い
農

業
者
が
、
経
営
規
模
を
拡
大

し
て「
稼
げ
る
農
業
」
を
実
現

す
る
に
は
、
先
進
的
な
施
設
や

設
備
の
整
備
は
も
と
よ
り
、
経

営
資
源
を
効
果
的
に
使
い
、
利

益
を
生
み
出
す
経
営
感
覚
も

バ
イ
バ
ル
②
日
頃
の
備
え
③
災
害

を
学
ぼ
う

－が
あ
る
。

　
サ
イ
ト
改
装
の
特
徴

　
「
じ
ぶ
ん
防
災
」の
リ
ニュ
ー
ア

ル
の
特
徴
は
何
か
。

　
危
機
管
理
政
策
課
長

ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
の
レ
イ
ア
ウ

ト
に
す
る
ほ
か
、
災
害
発
生
時
の

被
災
者
支
援
情
報
な
ど
を
掲
載

す
る「
ち
ば
防
災
ア
ナ
ウ
ンス
」や

県
内
で
発
生
し
た
過
去
の
災
害

を
掲
載
す
る「
ち
ば
災
害
ア
ー
カ

イ
ブ
」等
の
新
た
な
コン
テ
ンツ
を

追
加
す
る
な
ど
、
平
時
・
災
害

時
を
問
わ
ず
活
用
で
き
る
サ
イ

ト
と
い
た
し
ま
す
。

宮
川
議
員　
「
ち
ば
防
災
ア

ナ
ウ
ン
ス
」に
は
、
ど
の
よ
う
な

情
報
を
掲
載
す
る
の
か
。

　
危
機
管
理
政
策
課
長

災

害
時
は
、
避
難
生
活
上
の
留
意

事
項
や
被
災
者
の
生
活
再
建
に

向
け
た
支
援
情
報
等
を
掲
載
す

る
ほ
か
、
平
時
に
は
、
防
災
研
修

宮
川
議
員　
令
和
5
年
の
県

内
交
通
事
故
死
者
数
は
1
2
7

人
で
、
令
和
3
年
の
1
2
1
人

か
ら
２
年
連
続
で
増
加
し
て
い

る
。
令
和
7
年
度
ま
で
に
1
1
0

人
以
下
に
す
る
と
言
う
千
葉
県

交
通
安
全
計
画
の
目
標
に
は
、

一
層
の
努
力
が
必
要
だ
と
思

う
。
そ
の
た
め
、
信
号
機
や
横

断
歩
道
な
ど
交
通
安
全
施
設

の
整
備
は
重
要
に
な
る
が
、
新

年
度
予
算
額
と
概
要
は
ど
う

か
。
　
交
通
規
制
課
長　
令
和
6

年
度
の
交
通
安
全
施
設
整
備
事

業
は
、
44
億
6
千
万
円
余
の
予

算
を
計
上
し
、
信
号
機
や
道
路

標
識
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、

信
号
用
電
球
が
令
和
9
年
度
末

で
生
産
終
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

信
号
灯
器
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
施
設
整
備
方
針

　
宮
川
議
員　
今
後
の
整
備
事

業
の
方
針
は
ど
う
か
。

　
交
通
規
制
課
長　
警
察
庁
が

示
す
信
号
機
設
置
の
指
針
や
交

通
規
制
基
準
等
に
基
づ
き
、
要

件
に
合
致
し
必
要
性
が
高
い
箇

所
に
は
引
き
続
き
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
整
備
し
て

き
た
交
通
安
全
施
設
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

る
と
と
も
に
、
現
状
を
検
証
し
、

交
通
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
必

要
性
が
低
下
し
た
施
設
の
撤
去

や
移
設
を
進
め
、
持
続
可
能
な

交
通
安
全
施
設
整
備
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
過
去
に
必
要
性
が
な

い
と
判
断
さ
れ
、
交
通

安
全
施
設
が
整
備
さ
れ
な
か
っ

た
場
所
で
も
、
交
通
環
境
の
変

化
等
で
必
要
性
が
高
く
な
っ
て

い
る
場
所
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
の
で
、
交
通
実
態
を
し
っ
か

り
見
極
め
、
真
に
必
要
な
施
設

の
整
備
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

2月県議会予算委員会
で質問する宮川太県議

「
稼
げ
る
農
業
」実
現
を

「
稼
げ
る
農
業
」実
現
を

「
稼
げ
る
農
業
」実
現
を

「
稼
げ
る
農
業
」実
現
を

大
変
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
伺

う
。優

れ
た
経
営
感
覚
を
備
え

た
担
い
手
の
育
成
に
、
県
は
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
担
い
手
支
援
課
長　
生
産
の

効
率
化
や
規
模
拡
大
に
取
り
組

む
、
意
欲
あ
る
担
い
手
の
経
営

感
覚
を
養
う
た
め
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
先
端
技
術
や
経

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
で
き
る
研

修
や
、
法
人
化
や
雇
用
に
関
す

る
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
専

門
家
派
遣
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
人
材
育
成
へ
の
支
援

　
宮
川
議
員　
「
稼
げ
る
農
業
」

実
現
に
は
、
経
営
者
を
支
え
る

人
材
の
育
成
に
対
す
る
支
援
も

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
農
業
経

営
の
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ

れ
て
、
経
営
者
を
支
え
る
人
材

や
、
従
業
員
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

な
ど
を
行
う
人
材
が
求
め
ら
れ

て
く
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
来
年
度
か
ら
、
経

営
者
が
従
業
員
の
人
材
育
成
の

た
め
に
行
う
知
識
や
技
能
の
習

得
、
資
格
取
得
の
た
め
の
研
修

に
要
す
る
経
費
や
、
研
修
期
間

中
の
従
業
員
へ
の
賃
金
な
ど
に

対
す
る
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。　

農
業
の
担
い
手
育
成

を
効
果
的
に
実
施
し
、

成
果
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
銚
子
市
・
香
取
郡
東
庄
町
選
出
で
2
期
目
の
宮
川
太
県
議
は
、

総
務
防
災
常
任
委
員
長
に
就
任
し
、
2
月
県
議
会
予
算
委
員
会

で
は
、
防
災
意
識
向
上
に
向
け
た
情
報
化
発
信
事
業
を
始
め
、

交
通
安
全
対
策
、
観
光
振
興
、
農
業
の
担
い
手
育
成
な
ど
に
つ

い
て
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

2月県議会予算委員会2月県議会予算委員会2月県議会予算委員会

スマホで「じぶん防災」スマホで「じぶん防災」スマホで「じぶん防災」

け
る
よ
う
な
防
災
情
報
の
発
信
を

行
い
、
県
民
の
防
災
意
識
の
一
層

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
啓
発
に
つ
い
て
、

県
民
が
必
要
と
す
る
県

庁
内
の
情
報
を
集
め
て
掲
載
す

る
こ
と
。

　
災
害
時
の
県
民
の
自
助
を
促

進
す
る
た
め
、
平
時
か
ら
県
民

に
対
し
、「
じ
ぶ
ん
防
災
」サ
イ
ト

の
閲
覧
を
周
知
す
る
こ
と
。

　
く
ら
し
安
全
推
進
課
長　
令

和
5
年
度
に
購
入
補
助
を
実
施

し
て
い
る
県
内
の
市
町
村
は
、
5

市
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

　
6
年
度
の
実
施
見
込
み

　
宮
川
議
員　
来
年
度
に
補
助

を
受
け
る
市
町
村
の
見
込
み
は
。

　
く
ら
し
安
全
推
進
課
長　
令

　
宮
川
議
員　
県
で
は
、
来
年

度
よ
り
市
町
村
と
協
調
し
てヘル

メッ
ト
購
入
者
に
対
す
る
補
助
制

度
を
開
始
す
る
。
こ
れ
は
市
町

村
への
間
接
補
助
だ
が
、
令
和
５

年
度
に
購
入
補
助
を
実
施
し
た

市
町
村
数
は
ど
う
か
。

和
6
年
度
予
算
案
で
は
、
県
内

54
市
町
村
の
３
分
の
１
に
あ
た
る

18
市
町
村
程
度
が
実
施
す
る
も

の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

宮
川
議
員　
来
年
度
か
ら
新

た
に
購
入
助
成
を
予
定
し
て
い

る
市
町
村
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
く
ら
し
安
全
推
進
課
長　
県

の
補
助
事
業
に
は
、
既
に
10
以
上

の
市
町
村
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
宮
川
議
員　
購
入
助
成
を

行
って
い
な
い
市
町
村
に
、
制
度

導
入
を
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
く
ら
し
安
全
推
進
課
長　
市

町
村
担
当
課
長
会
議
な
ど
で
、ヘ

ル
メッ
ト
着
用
の
重
要
性
や
着
用

率
の
状
況
な
ど
を
共
有
し
な
が

ら
、
補
助
制
度
の
導
入
を
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
を
促
す
た
め
、

本
事
業
の
着
実
な
実
施
な
ど
、

市
町
村
と
連
携
し
て
取
組
を
積

み
重
ね
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
銚
子
市
・
東
庄
町
で
は
、
学

校
の
統
合
に
よ
り
学
区
が
広
が

り
、
自
転
車
通
学
が
増
え
た
こ

と
か
ら
、
市
町
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

購
入
し
配
布
し
て
い
る
。

　
補
助
事
業
は
、
市
町
村
の
要

望
や
取
組
状
況
を
踏
ま
え
て
取

り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

要望

要望

要望

要望

新
年
度
か
ら
補
助
開
始

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

情
報
発
信
強
化
事
業

交
通
安
全
施
設
整
備

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
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宮
川
議
員　
児
童
虐
待
事
案

への
適
切
な
対
応
に
は
、ハー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
強
化
が
必
要
で
あ

る
。
　
ハ
ー
ド
面
で
は
、
銚
子
児
童

相
談
所
が
建
て
替
え
ら
れ
、
令

和
9
年
度
に
開
設
さ
れ
る
予
定

と
い
い
、
延
べ
面
積
が
約
3
倍
、

一
時
保
護
児
童
の
定
員
も
15
名

か
ら
27
名
と
な
る
ほ
か
、
業
務

の
円
滑
化
、
効
率
化
が
図
ら
れ

る
と
い
う
。

　

同
時
に
、
人
材
確
保
と
育
成

と
いっ
た
ソ
フ
ト
面
の
強
化
が
必

要
で
あ
る
。
令
和
５
年
の「
人
材

育
成
基
本
方
針
」で
計
画
的
に

人
材
育
成
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
が
、
こ
れ
に
加
え
、
現
職
員

の
業
務
効
率
改
善
が
必
要
で
あ

る
。
I
C
T
を
活
用
し
た
業
務

の
効
率
化
は
不
可
欠
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
に
児
童
相
談
所

の
業
務
改
善
を
行
う
の
か
。

　
児
童
家
庭
課
長　
児
童
相
談

宮
川
議
員　
県
で
は
、
人
気

が
高
ま
る
自
然
体
験
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
事
に
し
、
銚
子
で
も
、
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
で
屏
風
ヶ
浦
を
巡
る
体

験
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
キ
ャ
ンペ
ー
ン
の
概
要

　
こ
の
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
方
法
や
時
期
、
割
引
額
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
観
光
誘
致
促
進
課
長　
ア
ウ

ト
ド
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
体
験
観
光

割
引
キ
ャ
ンペ
ー
ン
は
、
サ
ー
フ
ィ

ン
や
サ
ッ
プ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な

ど
、
体
を
動
か
し
て
自
然
を
楽

し
む
形
の
体
験
観
光
を
対
象
と

じ
て
利
用
す
る
際
に
利
用
料
が

割
引
と
な
る
仕
組
み
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

　

実
施
時
期
は
9
月
か
ら
12
月

を
予
定
し
、
割
引
額
な
ど
詳
細

は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
川
議
員
　
実
施
時
期
を
秋

以
降
と
す
る
こ
と
で
、
ど
ん
な

効
果
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
観
光
誘
致
促
進
課
長　
千

葉
県
は
交
通
利
便
性
が
良
く
、

年
間
通
じ
て
様
々
な
自
然
体
験

が
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
認
知
度
は
低
く
、
観
光
事

業
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
、

自
然
体
験
の
利
用
者
は
7
・
8

月
に
集
中
し
、
9
月
以
降
は
半

分
以
下
に
減
少
す
る
状
況
で

す
。

　

そ
こ
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
9

月
か
ら
12
月
に
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
秋
以
降
の
利
用
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
幅
広
い
期

間
で
楽
し
め
る
観
光
メ
ニュ
ー
と

し
て
の
認
知
度
向
上
を
図
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
ど
を
テ
ーマ
に
県
内
各
地
を
訪

れ
る
も
の
を
予
定
し
て
お
り
、
令

和
6
年
度
は
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
実

施
し
、
商
品
化
に
向
け
た
効
果

検
証
を
行
い
ま
す
。

成
田
空
港
か
ら
銚
子

や
九
十
九
里
、
南
房
総

に
外
国
人
観
光
客
が
数
多
く
訪

れ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
市
町
村
や
事

選
考
説
明
会
等
で
詳
し
く
伝
え

る
な
ど
、
様
々
な
方
法
を
通
し

て
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
❶
効
果
的
な
広
報
に

努
め
、
教
育
現
場
を
支

え
る
優
れ
た
人
材
の
確
保
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
❷
将
来
の
進
路
を
こ
れ
か
ら

決
め
る
高
校
生
も
対
象
に
な
る

の
で
、
し
っ
か
り
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
❸
こ
れ
ま
で
の
教
員
確
保
の

取
組
と
連
携
し
て
、
奨
学
金
返

還
支
援
事
業
を
周
知
し
、
教

員
不
足
の
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

験
年
数
の
少
な
い
職
員
の
人
材

育
成
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
児
童
虐
待
の
相
談
対

応
に
適
切
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
も
、
児
童
相
談
所

に
お
け
る
I
C
T
を
活
用
し
た

業
務
の
効
率
化
に
引
き
続
き
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

　
ま
た
、
音
声
マ
イ
ニ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
は
県
庁
内
の
他
の
業
務

で
も
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
、
と
思
う
の
で
、
是
非
研
究

し
て
業
務
改
善
に
活
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

硬
軟
両
面
で
対
応

外
国
人
の
集
客
支
援
も

宮川ふとし県議会リポート

外
国
人
の
集
客
支
援
も

秋以降に実施へ秋以降に実施へ

宮
川
議
員　
こ
の
事
業
は
、
我
が

党
の
代
表
質
問
で
、
本
県
独
自
の
施

策
と
し
て
検
討
さ
れ
た
新
た
な
取
組

で
あ
る
、
と
答
弁
が
あ
っ
た
、
ど
ん

な
点
が
本
県
独
自
の
施
策
と
言
え

る
の
か
。

　
教
職
員
課
長　
類
似
の
事
業
を

実
施
し
て
い
る
他
の
自
治
体
に
比
べ
、

千
葉
県
の
主
な
特
徴
と
し
て
①
貸
与

額
を
全
額
補
助
す
る
②
対
象
者
の

人
数
を
制
限
し
て
い
な
い
③
対
象
者

に
と
っ
て
事
務
手
続
等
の
負
担
の
少

な
い
代
理
返
還
制
度
を
活
用
す
る

－

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

宮
川
議
員
　
第
一
種
奨
学
金
貸

与
者
を
対
象
と
す
る
理
由
は
。

所
に
お
け
る
業
務
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
電
話
で
の
や
り
取

り
を
自
動
で
文
書
と
し
て
記
録

す
る
機
能
等
を
有
す
る
シ
ス
テ

ム
、
い
わ
ゆ
る
音
声
マ
イ
ニン
グ
シ

ス
テ
ム
と
A
I
技
術
を
活
用
し

た
相
談
支
援
機
能
を
試
験
導
入

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
導
入
の
効
果

　
宮
川
議
員
　
音
声
マ
イ
ニ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
や
A
I
相
談
支
援

機
能
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

　
児
童
家
庭
課
長　
児
童
相
談

所
で
は
、
相
談
者
等
と
の
対
応

記
録
の
作
成
に
多
く
の
時
間
を

要
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、シ
ス
テ
ム

が
電
話
対
応
の
音
声
を
認
識
し

記
録
を
自
動
作
成
す
る
こ
と
で
、

職
員
の
業
務
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
対
応
時
に
Ａ
Ｉ

技
術
に
よ
り
相
談
内
容
に
応
じ

た
マ
ニュア
ル
を
自
動
表
示
す
る

ほ
か
、
相
談
者
と
の
や
り
取
り

を
上
席
の
職
員
が
同
時
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
で
き
る
た
め
、
そ
の
場
で

助
言
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
経

業
者
な
ど
の
意
見
も
踏
ま
え
な

が
ら
、長
期
的
な
視
点
で
取
り

組
む
よ
う
要
望
す
る
。

観
光
誘
致
促
進
課
長

成

田
空
港
を
発
着
地
と
す
る
県
内

周
遊
ツ
ア
ー
は
、
成
田
空
港
第

1
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
設
置
す
る
観
光

情
報
窓
口
を
拠
点
に
、
県
内
の

観
光
地
や
祭
り
等
の
イ
ベン
ト
を

訪
れ
る
も
の
で
、
主
に
個
人
旅
行

客
を
対
象
と
し
てい
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
は
、
外
国
人
に
関
心
の

高
い
歴
史
や
文
化
、
食
事
、
自
然

　

ま
た
、
観
光
事
業
者
を
対
象

に
体
験
観
光
プログ
ラ
ムの
必
要
性

につい
て
認
識
を
深
め
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
、
体
験
プ
ログ
ラ
ムの

新
規
開
発
や
既
存
プログ
ラ
ムの
内

容
充
実
も
図って
ま
い
り
ま
す
。

　
成
田
空
港
発
着
ツ
ア
ー

　
宮
川
議
員
　
新
年
度
、
空
港

発
着
の
ツ
ア
ー
に
も
取
り
組
む
と

い
う
が
、
ど
ん
な
も
の
か
。

　
プロ
グ
ラ
ムの
狙
い

　
宮
川
議
員
　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
支
援
事
業
の
狙
い
は
何
か
。

観
光
誘
致
促
進
課
長　
県

内
に
は
魅
力
的
な
体
験
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

外
国
語
の
案
内
が
な
く
、
海
外

向
け
情
報
発
信
も
な
い
た
め
魅
力

が
知
ら
れ
て
い
な
い
、
と
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
内
の
体
験
観
光
情

報
を
集
約
す
る
と
と
も
に
、
外
国

語
の
説
明
資
料
の
作
成
な
ど
を
支

援
し
、
海
外
向
け
ホ
ー
ムペー
ジ
や

S
N
S
等
で
、
魅
力
を
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
教
職
員
課
長　
本
事
業
は
、

優
秀
な
人
材
の
確
保
と
い
う
目

的
か
ら
、
成
績
要
件
の
あ
る
第

一
種
奨
学
金
の
み
を
対
象
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
事
業
の
周
知
方
法

　
宮
川
議
員
　
本
事
業
を
、

ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の

か
。

　
教
職
員
課
長　
本
事
業
の
周

知
は
、
民
間
企
業
の
有
す
る
情

報
サ
イ
ト
や
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
S
N
S
等
を
活
用
し
て
、

広
く
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
県
内
高
等
学
校
や
全
国
の

大
学
で
行
っ
て
い
る
教
員
採
用

要望

要望 要望

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
観
光

外
国
人
観
光
客
向
け
支
援

　
当
局
の
答
弁
を
聞
く
宮
川
太
県
議

し
て
、民
間

の
予
約
サ

イ
ト
を
通

〈2〉令和6年6月18日（火）

奨学金返還緊急支援

千葉県独自に取組

観光割引キャンペーン

児童相談所の機能強化


